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副
会
長

土
井
太
郎

昨
年
は
、
自
治
会
役
員
を
辞
し
私
な
り
に
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
自
治
会
活
動
も
色
々
な
面
で
制
限
さ
れ
、

役
員
は
じ
め
会
員
の
皆
さ
ま
も
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
感
染
は
、
終
息
の
目
途
も
立
た
な
い
中
で
新

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
高
齢
化
に
伴
う
諸
問
題
は
じ

め
地
域
の
活
性
化
や
自
治
会
の
在
り
方
等
私
達
を
取
り
巻

く
環
境
は
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
長
年
培
っ

た
経
験
と
知
識
を
活
か
し
微
力
で
す
が
少
し
で
も
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
役
員
一
同
頑
張

り
ま
す
の
で
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
長

宮
嶋
令
子

昨
年
に
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
自
治
会
は
活
動
方
法
を
模
索

し
な
が
ら
の
一
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
制
限
緩
和
に
伴

い
、
日
々
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
も
、
実
の
あ
る
活
動
が
出
来

た
ら
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

副
会
長

富
沢

昇

武
蔵
台
地
区
の
皆
さ
ま
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
す
。

前
年
度
に
続
け
て
、
今
期
も
副
会
長
と
し
て
努
め
さ
せ
て
頂

く
事
に
な
り
ま
し
た
、
四
丁
目
の
富
沢
で
す
。

今
期
は
安
全
対
策
部
の
皆
さ
ま
と
共
に
活
動
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

ま
た
、
副
会
長
と
し
て
会
長
を
支
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
武
蔵

台
を
目
指
し
、
楽
し
く
元
気
に
自
治
会
活
動
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
自
治
会
活

動
等
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ず
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
ご
不
便
・
ご

迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
鈴
木
俊
博
で
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
、
総
合
報
告
書
二
〇
二
二
で
も
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
び
と
の
価
値
観
、
行
動
様
式
が
大
き
く
変
化
す

る
な
か
、
私
た
ち
は
大
き
な
転
換
期
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
『
チ
ャ
ン
ス
』
と

捉
え
、
皆
さ
ま
へ
住
み
や
す
い
こ
ま
武
蔵
台
地
区
を
提
供
で
き
る
か
」

と
い
う
強
い
気
持
ち
で
、
自
治
会
費
用
削
減
を
は
じ
め
様
々
な
取
り

組
み
に
引
き
続
き
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「An

o
th
e
r
s
k
y
(

憧
れ
の
場

所
へ)

」
を
今
年
度
掲
げ
、
若
者
世
代
か
ら
高
齢
世
代
が
楽
し
め
る
こ

ま
武
蔵
台
地
区
を
目
指
す
べ
く
、
ま
た
、Afte

r

コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据

え
な
が
ら
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
声
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
自
治
会

活
動
の
ス
リ
ム
化
お
よ
び
自
主
防
災
の
強
化
と
貯
蓄
品
等
の
確
保
す

る
た
め
の
事
前
準
備
を
行
な
い
、
変
化
す
る
自
治
会
環
境
に
迅
速
果

敢
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
ま
武
蔵
台
地
区
が
「
憧
れ
る
場
所
へ
」
を
目
指
し
て
自
治

会
活
動
を
推
進
致
し
ま
す
。

十
年
先
、
百
年
先
も
会
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
⼈
び
と

に
こ
ま
武
蔵
台
地
区
が
「
憧
れ
の
場
所
へ
」
に
発
展
で
き
る
よ
う
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

鈴

木

俊

博

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
長
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文
化
厚
生
部
長

首
藤

千
津
佳

文
化
厚
生
部
長
を
四
期
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
首
藤
千
津
佳
で
す
。

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
部
活
動
が
出
来
な
い
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

こ
の
先
、
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
部
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
「
楽
し

く
・
明
る
く
・
元
気
よ
く
」
を
も
っ
と
う
に
、
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
こ
の
一
年
間
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

環
境
衛
生
部
長

原
島

伊
佐
夫

武
蔵
台
に
住
ん
で
二
十
二
年
が
過
ぎ
、
私
の
故
郷
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
街

も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
若
い
人
た
ち
が
来
て
く
れ
る
よ
う
な
、

さ
ら
に
『
住
み
や
す
い
環
境
の
街
』
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
計
部
長

佐
藤

敏
弘

会
計
部
長
と
し
て
６
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
力
量
不
足
の

ま
ま
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
長
を
は
じ
め
事
務
局
・
専
門
部
等
役
員
の
皆
さ

ま
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
会
計
業
務
に
疑
義
・
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
無
い

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

体
育
部
長

皆
川
泰
山

昨
年
は
一
回
だ
け
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
「
密
」
に
配
慮
し
、
検
温
・
消

毒
を
実
施
し
て
開
催
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
役
員
の
皆
さ
ま
と
工
夫
し
て
、
楽
し
い
行
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
全
対
策
部
長

片
山
正
毅

三
月
末
の
或
る
日
、
突
然
、
自
治
会
の
役
員
の
方
が
私
の
家
に
来
ら

れ
、
安
全
対
策
部
の
部
長
を
引
き
受
け
て
呉
れ
な
い
か
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

大
変
驚
き
ま
し
た
が
、
辞
退
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
理
由
を
思
い
つ
け

な
か
っ
た
私
は
、
結
局
、
引
き
受
け
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
一
ケ
月
多
少
心
境
の
変
化
を
お
こ
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
々
さ
ま
の
ご
協
力
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

各
地
区
長

一
丁
目
地
区
長

田
中

正
彦

二
丁
目
地
区
長

嶋
田

清
春

三
丁
目
地
区
長

稲
沢

信
江

四
丁
目
地
区
長

田
巻

信
雄

五
丁
目
地
区
長

庄
野

綾
子

六
丁
目
地
区
長

山
本

恵

七
丁
目
地
区
長

浅
見

泰
志

文
化
厚
生
部

鳥
井

章
男

体
育
部

宮
岡

孝
二

会
計
部

畑
谷

和
子

各
専
門
部
副
部
長

広
報
部

杉
村

久
美
子

広
報
部

峰
村

百
合
子

安
全
対
策
部

山
口

勝
弘

安
全
対
策
部

渡
部

實

安
全
対
策
部

石
井

祐
介

環
境
衛
生
部

大
島

宏
介

環
境
衛
生
部

永
井

直
子
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第43回定例総会書面結果
1. 書面表決提出者および第43回定例総会(書面表決)議決数
会員数 1,825世帯数
書面表決ご提出世帯数 972世帯数
有効議決表決数 970世帯数

有効議決表決数が過半数を達したため会則第19条により総会は成立致しました。

2. 記事
各議案結果は、つぎのとおりです。
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第1議案 第2議案 第3議案 第4議案

賛成 反対 棄権 賛成率

第1号議案
2021年度事業報告、会計報告及び監査報告
第2号議案
2022年度事業報告(案)及び予算(案)
第3号議案
2022年度役員選出及び三役員・監査役の選出
第4号議案
会則の一部変更

賛成963票 反対5票 棄権2票

賛成962票 反対5票 棄権3票

賛成966票 反対2票 棄権2票

賛成965票 反対4票 棄権1票

3. 結 果
第1号から第4号までの各議案について過半数の賛成をもって可決されました。
約99％の会員の皆さまよりご賛同をいただくことができました。ありがとうございました。
引き続き、誠心誠意を込めてこま武蔵台自治会活動等を推進してまいりますので、何卒、ご理解い
ただきご協力賜りますようよろしくお願い申し上げます。

こま武蔵台自治会からのお知らせ

(世帯数)



こま武蔵台自治会の活動予定・出来事等をご紹介します。

環境衛生部

今年度はじめての団地内大掃除を5月22日日曜日(予備日翌週同曜日)に開催致します。
みなさまお誘い合わせのうえ、ご参加いただきますようお願い申し上げます。
ゴミ袋については、班長より配布致します。なお、ゴミ袋が足りない場合、当日、環境衛生部が
巡回しておりますので、近くを通りかけた際はお声がけください。

2022年度第1回団地内大掃除5月22日日曜日開催
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文化厚生部

くりくり元気体操に参加してみませんか？

毎週水曜日 午後1時00分～午後2時30分頃まで
開 催 場 所 こま武蔵台自治会館

くりくり元気体操は、手足にお身体にあった重りを装着して行なう優しい体操です。

足腰の筋力が衰えて階段の上がり下がりのつらい方や歩行時に苦慮されている方などが、この
体操に参加したことにより、体力向上が図られ気も心も元気になられております。
また、参加者同士でもお友達ができ、生活にも張り合いが生まれ、かつ、開催時は笑顔の絶えな
い体操の時間となります。
現在、20数名の方々が参加されておりますが、まだまだ受け入れ可能です。
ぜひ、一度くりくり元気体操に参加してみませんか。
こま武蔵台自治会では、移送サービス事業も行っておりますので合わせてご利用ください。

この重りを装着して体操します。

※移送サービス事業のご利用方法
前日までにこちらまでご予約をお願い致します。

☎080-9416-2035

このように重りを装着してゆっくりと体操を行ないます。
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「Voice会員・Voice役員」通信

第1回定例役員会
(2021年4月16日土曜日 18時30分～19時20分)

こま武蔵台自治会の活動予定・出来事等をご紹介します。

第1回定例役員会
1. 第一議案
2022年度夏祭り開催の有無
次回会議にて開催の有無を決定

2. 報告事項
(1) 各地区長報告
① 5丁目27番地～同29番地道路向かいの
街路樹について伐採等の処置要望。

② ダストボックス48番の内部水漏れがひどい
ため修理要請。

(2) 副会長・事務局長・各専門部長
移送サービス事業報告

① 各副会長専門部担当報告
② 定例総会資料訂正箇所
③ 武蔵台だより第375号発行
④ 第1回団地内一斉大掃除実施

2022年5月22日日曜日 雨天の場合翌週
⑤ ゴミ出し時間帯の徹底
⑥ くりくり元気体操 毎週水曜日開催
⑦ グランドゴルフ開催予定

2022年6月5日日曜日
⑧ 武蔵台横手台体育協会総会実施

2022年4月10日

⑨ 自治会費微収 2022年5月はじめより
⑩ 各種募金の方法説明

3. 会長・区長報告
(1) 地域団体担当者報告
(2) 書面表決結果
(3) 日高市立武蔵台中学校長人事異動
(4) 各種会議出席
(5) 区長要望の募集
(6) アカシア道路汚水処理場付近舗装工事

2022年5月13日より開始

1. こま武蔵台郵便局脇ポール設置
武蔵台だより第374号にて、こま武蔵台郵便局脇ポール設置について日高市役所に要望し
設置致しましたが、当方が予定していた箇所(中央線)に設置することができない旨、通告を受
けました。
理由として中央線(センターライン)は、飯能警察署が管理して
いることから許可が出なかったためです。
駐車違反する人が一番の問題であります。しかしながら、
左右のポールのみでは、はっきり言って無意味です。
今後も交通事故等が発生するまえに日高市役所をはじめ関係
省庁に働きかけたいと考えております。

2. 5丁目27番地～29番地道路向かいの街路樹等伐採申請
前年度より日高市役所等に申し出を行なっておりましたが、
再度、同地区長より要望を受け 2022年4月19日月曜日に
区長連絡票を日高市役所に提出しております。

※voice会員・voice役員とは・・・
こま武蔵台自治会では、会員からのご意見・ご要望 等をお伺いしこま武蔵台地区を住みやす
い街づくりを提供すべく役員一丸となり取組んでおりました。 しかしながら、自治会役員の高齢
化も高まり役員のみで対応をすることにも限界もあり、また、会員の方からのご要望・ご意見・通
告等が他の会員に伝わっていない現状を踏まえて、「とりあえず みんなでやってみんべぇ～」を
キーワードに「会員の声」または役員が率先して行動できる環境づくりを構築するため 「Voice
会員・Voice役員」を行なっております。



A3:古新聞・古雑誌・雑誌は、各地区の指定日にご自宅前に午前8時まで
にお出しください。

7 「武蔵台だより」第375号2022年5月発行

ゴミ出し・集団資源回収の決まりごとのお願い

1. Q:ゴミを出す時間は何時までなの？

最近、自治会館にゴミ収集や資源回収に関する声が多く寄せられております。
そこで、ご承知とは存じておりますが、皆さまにQ＆Aで再度確認していただきたくご案内致します。

A:指定日の午前8時までにお出しください。
(注意) 回収後にゴミを出しますと掃除当番の方が大変迷惑されます。

2. Q:ゴミ選別はどうすればいいの？

A:日高市役所発行のゴミ収集日程表に記載されて
おります。

3. Q:ゴミの分別日がわからない？

A:「注意張り紙」を貼られ、ダストボックスの上に置かれます。
必ず、ご自分のゴミでしたら、仕分けして指定日に再度出し直しましょう。

4. Q:決められたもの以外でゴミに出したらどうなるの？

A:日高市役所発行のゴミ収集日程表の「分別欄」
をご確認ください。

5. Q:布団やその他分別表に記載されていないものは？

A:日高市役所環境課が丁寧にご案内してくれますのでご相談ください。

6. Q:集団資源回収はどうすればいいの？

7. Q:古布はどうすればいいの？

A:お手数ですが可燃ごみにお出しください。

※ 奥富興産より書籍等は引き取りをしないと情報が入りました。
拒否された場合、お手数ですが自治会館または環境衛生部にご連絡ください。

A1:資源回収日は、こま武蔵台自治会発行の「2022年度日高市ゴミ収集・
集団資源回収日程表または第43回定例総会議案書(総合報告書)の
最終ページをご覧ください。

A2:段ボールは、各地区の指定日にダストボックスの上に午前8時までに
お出しください。
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